
（４）侵入防止対策

①高病原性鳥インフルエンザ

②豚熱

③水際対策

国内の豚熱対策

- 19 -



国内の豚熱対策

国内の豚熱対策
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Ⅰ家畜防疫に関する
基本的事項

・衛生管理区域の設定
⇒病原体の侵入とまん延の防止を重点的

に実施

・飼養衛生管理マニュアルの作成
⇒関係者全員の取組水準を確保

・獣医師等の健康管理指導
⇒適切・効果的・効率的な取組

・埋却地等の準備

Ⅲ衛生管理区域内に
おける汚染拡大防止

・畜舎立入時の手指消毒、長靴の履き替え，

着替え
⇒病原体の持込み防止

・施設、器具、機材の洗浄・消毒
⇒器具等による病原体の持込み防止・低減

・区域内の整理整頓、ねずみ駆除
⇒野生動物による畜舎内への病原体持込み

防止

Ⅱ衛生管理区域への
病原体の侵入防止

・衛生管理区域専用の衣服、靴
⇒伝播経路の遮断、交差防止

・区域立入時の手指・車両の消毒
⇒病原体の低減

・野生動物の侵入防止（防護柵・防鳥ネット）
⇒野生動物による区域内への病原体持込み
防止

Ⅳ衛生管理区域外への
病原体の拡散防止

・区域外出時の手指・車両の消毒
⇒伝播経路の遮断、交差防止

・家畜の健康観察（出荷、移動等）
⇒病原体の拡散防止

・特定症状発見時の早期通報
⇒病原体の増殖防止

飼養衛生管理基準の内容（抜粋）

農場における発生予防対策のポイント
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９か月齢～（繁殖供与）７～８か月齢０～６か月齢

繁
殖
豚

――
肥
育
豚

〇 豚熱ワクチンは用法用量及びその参考事項に従い使用
１）子豚：母豚からの移行抗体を考慮し、１か月齢前後に初回の注射を行う
２）繁殖候補豚：初回注射から６か月後に補強注射を行う
３）繁殖豚：補強注射後１年ごとに注射する

〇 肥育豚（肉用豚）は約６か月齢で出荷 ⇒ 基本的に１回接種
〇 繁殖豚（母豚）の平均供与期間は３年 ⇒ 供与期間によるが２回以上接種

出産

１～２か月齢

６か月齢

出荷

補強
注射

７～８か月齢

補強
注射
１年ごと初回

注射

6ヶ月間

＊ ワクチン接種のみでは豚熱感染を防止することが困難であることを十分に認識し，
飼養衛生管理を徹底した上での適時・適切なワクチン接種が重要

４．侵入防止対策 ワクチン接種 ①農場における発生予防対策のポイント（飼養豚へのワクチン接種）

検査戸数 母豚 種豚 肥育豚 その他 母豚 種豚 肥育豚 その他
県全体 252 3,039 69 6,632 10 2,721 67 4,028 9 89.7% 60.7%
中央家保 7 35 0 134 0 29 0 78 0 82.9% 58.2%
南薩家保 47 539 0 1,156 0 505 0 751 0 93.7% 65.0%
北薩家保 21 284 58 417 0 260 57 226 0 92.7% 54.2%
姶良家保 28 426 10 880 10 372 9 588 9 87.4% 66.8%
曽於家保 57 865 0 1,324 0 726 0 811 0 83.9% 61.3%
肝属家保 86 797 1 2,616 0 746 1 1,499 0 93.6% 57.3%
熊毛支所 2 34 0 44 0 32 0 37 0 94.1% 84.1%
大島支所 3 29 0 61 0 22 0 38 0 75.9% 62.3%
徳之島支所 1 30 0 0 0 29 0 0 0 96.7% −

検査頭数 陽性頭数 繁殖豚
陽性率

肥育豚
陽性率

〇 免疫付与状況確認検査（令和７年４月～令和８年３月）

・ 県内の252戸、母豚約3,000頭・肥育豚約6,600頭などについて検査を実施

繁殖豚の抗体陽性率：県平均 約90% （家保別 約76%～約97%）

肥育豚の抗体陽性率：県平均 約60% （家保別 約54%～約67%）

農場における発生予防対策のポイント（飼養豚へのワクチン接種）
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○ 平成31年３月，岐阜県及び愛知県において，経口ワクチン散布を開始。
○ これまでに野生イノシシにおいて豚熱陽性が確認されている県及びその隣接県等，北海道と沖
縄を除く４5都府県で経口ワクチンを散布。

発生予防対策のポイント（野生イノシシへの経口ワクチン）

輸入先国 ： ドイツ
サイズ ： 4cm×4cm×1.5cm
構成（外側）： トウモロコシ粉，ミルクパウダー等
構成（内側）： 1.6mｌの液状ワクチン（ブリスターパック）
保管温度 ： －20℃
包装単位 ： 800個/箱（200個×4袋）

陰性（本県内）

陽性（本県内）

陽性（宮崎県）

発生予防対策のポイント（野生イノシシへの経口ワクチン）

ワクチン散布区域

霧島市
湧水町
伊佐市
姶良市
曽於市
志布志市
大崎町

延べ 715地点
16,890個

散布

R7.9.12～
散布開始
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アフリカ豚熱：全頭陰性

令和８年9月30日現在

豚熱・アフリカ豚熱
検査頭数

年度

３０５頭R４

３８６頭R５

４５８頭R６

５50頭R７

380頭R8

北薩

R8R7R6R5

50757562捕獲

６１10死亡

豚熱：27頭陽性

陽性
23頭

陽性
３頭

中央

R8R7R6R5

48698574捕獲

2711死亡

南薩

R8R7R6R5

30717466捕獲

3831死亡

大島

R8R7R6R5

0000捕獲

1202死亡

姶良

R8R7R6R5

77404143捕獲

２４2811死亡

曽於

R8R7R6R5

421297067捕獲

142043死亡

肝属

R8R7R6R5

78919865捕獲

5951死亡

陽性
1頭

発生予防対策のポイント（野生イノシシへのサーベイ）

（４）侵入防止対策

①高病原性鳥インフルエンザ

②豚熱

③水際対策
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４．侵入防止対策

輸入禁止品（肉製品等）の摘発状況
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輸入禁止品（肉製品等）の摘発状況

（５）その他

- 26 -



畜産・家畜衛生情報メールマガジン

（かごしまチッコミ・インフォ）

県内の家畜の生産者，畜産関係者を結ぶ，身近なコミュニケーション手段の
ひとつとして，メールマガジンによる県からの情報発信を行います。
定期的に畜産に関する情報発信とともに，家畜伝染病の発生情報など随時
配信します。
・家畜衛生情報（国内外における家畜伝染病の発生情報等）
・毎月29日「畜産の日」「一斉消毒の日」にあわせた定期情報
・県内における畜産に関するイベント開催情報等

鹿児島県ホームページ(http://www.pref.kagoshima.jp/）
から登録できます。

ホーム＞産業・労働＞食・農業＞畜産＞トピックス＞
畜産・家畜衛生情報メールマガジン「かごしま畜コミ・インフォ」

携帯電話をお持ちの方は，携帯電話からのご登録が便利です。

PC
ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ http://plus.sugumail.com/usr/kagoshima-magazine/home

ﾌｨｰﾁｬｰ
ﾌｫﾝ

https://m.sugumail.com/m/kagoshima-magazine/home
※SHA-2非対応機種ではWeb画面に係る操作は、ご利用いただけません。

登録用サイト アドレス及びQRコード

鹿児島県農政部家畜防疫対策課
TEL:099-286-3224

☆毎月29日（2月は9日）は「県内一斉消毒の日」?
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